
2024.02 説明スライド

～ 常磐地区市街地再生整備 ～

湯本駅周辺のまちづくり

いわき市

いわき湯本が好き！よくしたい！
そして、湯本のまちを後世に残していきたい！



 まちづくりのよりどころ(土台)
温泉観光商業地としてのまちの
ありたい姿／過ごし方

令和２年度から、官民連携の検討の枠組み「常磐地区まちづくり検討会」を設置し、計画づくりを進める

現在は、各事業の実施（事業化）に向けた調査や事業計画作成のステップ
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０．はじめに 2024.02 説明スライド

令和３年５月 常磐地区市街地再生整備基本方針

令和４年10月 常磐地区市街地再生整備基本計画

～個々の事業化に係る調査・事業計画等の作成～

事業の実施へ

 ５つの方針

 ９つの取組み

①多世代が集う交流拠点の整備
②温泉とフラのまちの玄関口としての景観整備
③商店街のにぎわい再生
④温泉街の滞留拠点の形成
⑤歩きたくなる沿道景観・道路空間の整備

①交流拠点施設・駐車場整備事業
②湯本駅前街区再編・駅前交通広場整備事業
③市営住宅天王崎団地跡地利活用事業
④公的不動産利活用事業
⑤湯本駅前緑地・御幸山公園整備事業
⑥にぎわい再生事業
⑦観光地域づくり事業
⑧滞留拠点整備事業
⑨魅力ある街並み空間整備事業

令和５年４月 新・いわき湯本温泉
まちづくりビジョンブック

いわき市策定

いわき市策定

いわき湯本温泉ブランド化作戦会議制作
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１．湯本地区の現状
（湯本駅周辺のまちづくりが進められている背景）

2024.02 説明スライド
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１．湯本地区の現状 2024.02 説明スライド

• 湯本駅前周辺地区は、明治30年に湯本駅が開業して以降、石炭を輸出する拠点としての役割を担い、明治39年に
は品川白煉瓦湯本工場が進出し、工業用地として発展。

• 昭和44年に品川白煉瓦湯本工場が郊外に移転した後は、いわき湯本温泉を利用する観光客や地区住民等の生活を
支える商業地として発展。

• 当該地区の周りに立地する温泉旅館とも関係を築きながら、今日までの過程を歩んできています。

• しかし、東日本大震災以前から郊外に立地した大型店の影響や消費者ニーズの多様化への対応の難しさなどによ
り、商店街の賑わいが低下するとともに、湯本温泉街への観光客数の減少もあり、まち全体で活気が失われてき
ています。

写真 御幸山から臨む湯本町（昭和30年代） 写真 駅前商店街の様子（昭和58年） 写真 駅前商店街の様子/駅周辺の空き家・空き地
（令和２年）
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１．湯本地区の現状【人口①】 2024.02 説明スライド

• 基準推計では、2030 年のいわき市の総人口は29 万２千人、2060 年の総人口は、17 万３千人となり、人口は一貫
して減少傾向で推移

• 2015 年を100 とした場合の各地区人口の比較では、各地区で人口減少が進み、特に、中山間地域では人口減少が
著しい状況（常磐地区は45.8）

図 将来人口の推移（基準推計） 図 2015 年を100 としたときの各地区別人口変化の推移（基準推計）



5

１．湯本地区の現状【人口②】 2024.02 説明スライド

• 2020年の常磐地区の人口は約３万３千人、2040年には２万４千人、2060年には１万６千人と推計

• 常磐地区全体では、今後20年間で３割の減少、今後40年間では約半分になるとも推測

図 常磐地区の将来人口の推移（基準推計）
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１．湯本地区の現状【産業】 2024.02 説明スライド

• 常磐地区の主要産業は第３次産業であり、日常生活サービス及び観光サービスを直接提供している事業所及び従業
者数は減少傾向で推移

• 温泉テーマパークの入込客数が震災前の状況にまで回復している中、湯本温泉は震災前の状況に戻っておらず、減
少傾向で推移

図 観光入込客数の推移
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１．湯本地区の現状【地価】 2024.02 説明スライド

• 湯本駅前の地価公示価格は、バブル崩壊とともに急落しており、近年は約５万円/㎡で推移
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１．湯本地区の現状【公共交通】 2024.02 説明スライド

• 湯本駅の乗車人員は、近年の新型コロナウイルス感染症拡大の影響による大きな落ち込みから回復基調が見えるも
のの、中長期的に一貫して減少傾向で推移

• 路線バス及びタクシーについても同様の傾向が見られ、運転者不足もあり深刻な状況

図 一日当たり湯本駅乗車人員の推移 図 年間公共交通乗車人員の推移（いわき市全体）
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１．湯本地区の現状【人口密度①】 2024.02 説明スライド

• 低密度な市街地の拡大は、サービス施設の撤退、遊休不動産の増加、非効率な経済活動・インフラ（都市運営コス
トの増加）といった問題を深刻化

• サービス施設の立地は、通過交通量の多いロードサイドにさらに偏ると推測（自動車利用が困難な人にとって住み
にくい街が広がる）

• 交通結節機能を有する湯本町の衰退は鉄道やバス利用者等の減少に直結し、運行本数の減便や特急の撤退など、公
共交通の利便性の低下を招くと推測

図 人口密度の分布（2015年） 図 人口密度の分布（2040年）
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１．湯本地区の現状【人口密度②】 2024.02 説明スライド

図 サービス施設の立地と圏域人口 図 人口密度の分布（2040年）

・常磐地区全体の2040年将来人口約2.5万人（基準推計）
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１．湯本地区の現状【まちとしての危機感】 2024.02 説明スライド

• 常磐湯本町は、明治期には自噴泉源95箇所、年間二万人を数える湯治場として、田山花袋（1872-1930）、野口雨
情（1882-1945）、山村慕鳥（1884-1924）、久米正雄（1891-1952）等、数多くの文人墨客に愛された由緒正し
き温泉宿場町。

• いまだに残る幾つかの社寺名所を含め、重要な歴史文化が積み重ねられて形成されてきた町。

• しかし、このままの状態が続けば、常磐湯本町は、“ただのまち”になる。

• さらに深刻化すれば、“まちとしても維持が困難”になる。

図 平安時代の醍醐天皇の御代が描かれた三函温泉由来記 図 フラのまち宣言推進委員会

写真 延喜式内温泉神社

地区拠点（湯本都市機能誘導区域）
温泉資源を活用した観光交流機能等
を活かし、広域拠点に準ずる都市機能
施設の集積を図り、地区拠点に相応し
い都市づくりを進める。

図 目指すべき都市の骨格構造

湯本のまちをよくしたい！
後世に湯本のまちを残したい！
温泉観光商業地として元気に！
常磐地区の拠点性を高めたい！
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１．湯本地区の現状【湯本駅前】 2024.02 説明スライド

• 空き地、空き家などが、小さな敷
地単位で、時間的・空間的にラン
ダムに発生する「都市のスポンジ
化」が進行

• 駅前という好立地でも、有効的と
は言えない土地利用（土地の約2/3
は自動車のための空間となってお
り、滞在時間や消費の増加に繋が
る土地活用は少ない）

• 都市の密度の低下は、まちの魅力
の低下、サービスの低下（生活利
便性の低下）、価値の低下などを
もたらしている

• 公共施設を含めた周辺施設には車
で来て車で帰る状況にあり、駅周
辺には立ち寄りも少なく通過点と
化している

• 開発利益に依拠した自立した民間
開発事業の成立は困難な現実（求
心力を高める自発的な民間投資の
期待は薄い）

（市営住宅取壊し）
（市営住宅取壊し）

（ほぼ空きビル）

（空きビル）

主要地方道いわき上三坂小野線（自動車交通量 約２万台/日）

主要地方道常磐勿来線（自動車交通量 約１万台/日）

湯本駅前乗降場
（バス利用者 約500人/日）

湯本駅
（乗降客数 約3,000人/日）

湯本駅前駐車場
（駐車台数 約300台/日）

みゆきの湯
（利用者数 約300人/日）

＜周辺の来訪者数＞
常磐支所(市民課窓口)：2.7万人/年
常磐公民館・図書館：4.1万人/年
関船体育館：3.5万人/年
観光客数18万人/年

図 湯本駅前の状況



人のたまり場➊ 情報のたまり場➋ まち庭
MACHINIWA

コミュニティ
まちづくり活動

～ 公共の空間は、稼ぐ空間としても利用 ～

フラダンス
練習・発表

吹奏楽
練習・発表

子供会・地域
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

キッチン
スタジオ

各種相談
健康・子育て等

読書・学習
調べもの

お饅頭
お団子

マルシェ
コーヒー
お酒

お風呂

（
利
用
の
イ
メ
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ジ
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コ
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庁舎×多目的室×会議室×図書館×温浴施設×飲食店×地場産品×観光案内所×お土産屋など

観光ｶﾞｲﾄﾞ
おもてなし

図 交流拠点施設への集約・複合化を検討する公共施設の状況 図 公共施設等整備のルール
（公共施設等総合管理計画）
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１．湯本地区の現状【公共施設】 2024.02 説明スライド

• 湯本駅周辺には、支所庁舎と文化施設、ス
ポーツ施設等の公共施設が分かれて立地し
ており、建設から40年以上が経過し、老
朽化や陳腐化が進行

• 人口減少も進み、財政は厳しい状況が推測
され、今ある施設を同じように維持し続け
ることは不可能

• 施設という形で維持すべきサービス・機能
は、財政健全化の視点とまちづくりの視点
をもって、民間の活力も活用し、集約・複
合化を行い、駅前に交流拠点施設を整備

• 公共施設の持つ集客機能をテコに民間経済
開発を呼び込み、かつ一部を官民で共有す
ることで民の収入増加と市の負担軽減も期
待

• 消費活動を目的としない訪問者を増やすこ
とは、マーケット形成に大切（ロードサイ
ド型とは異なるマーケット）

• 施設内に留めず、外部空間も拡張性をもた
せることにより、まちへの波及効果を発現

図 交流拠点施設整備のコンセプトと利用のイメージ

公共施設を新しい機能・適正規模で再編し、民間収益施設とも複合化
※公共施設は現有施設床面積から４～５割削減



温泉街
（滞留拠点の形成）
※支所跡地の活用

既存商店街
湯本駅前

（交流拠点の形成）
※駅前の街区再編

現状

上
昇

地域の
魅力・活力
（稼ぐ力）

このまま
何もしないと

将来上
昇

（地区全体の稼ぐ力を押し上げる）
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１．湯本地区の現状【常磐地区の目指す姿】 2024.02 説明スライド

図 常磐地区市街地再生整備基本方針（R3.5）

図 常磐地区市街地再生整備基本計画（R4.10）図 エリア全体の価値を向上させるイメージ
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参考）常磐地区市街地再生整備 事業のイメージ 2024.02 説明スライド

※事業のイメージは「新・いわき湯本温泉まちづくりビジョンブック」から引用

・魅力ある街並み空間整備事業関連
・にぎわい再生事業
・歩きたくなる温泉街社会実験
・景観形成推進事業

・御幸山公園整備事業
・湯本駅前緑地整備事業

・湯本駅周辺土地区画整理事業
（湯本駅前広場整備含む）

・交流拠点施設整備事業（本体）
・湯本駅周辺土地区画整理事業

・滞留拠点整備事業（支所跡地利活用） ※公民連携事業を想定

※公民連携事業を想定 ※公民連携事業を想定
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２．湯本駅前における事業の整備計画の概要
（湯本駅周辺土地区画整理事業と交流拠点施設整備事業の概要）

2024.02 説明スライド
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２．湯本駅前における事業の整備計画の概要① 2024.02 説明スライド

• 観光地・商業地としての活力の低下、そして人口減少がもたらす多くの課題・問題も深刻化していく中、本市の観
光拠点である常磐湯本地区においては、交通結節点である湯本駅周辺における求心力を高めていく取組みが大切で
す。

• 常磐地区市街地再生整備基本計画（R4.10）には、湯本駅前における土地区画整理事業の導入を位置付け、駅前が
一体的な空間の中で、民間と公共の機能が配置できるように土地を再編する計画です。また、併せて駅前交通広場
の快適性と安全性を高める環境整備を行う計画です。

図 集約型（一体的）土地利用の事例 図 湯本駅周辺土地区画整理事業の計画区域

（市営住宅取壊し）
（市営住宅取壊し）

（ほぼ空きビル）

（空きビル）

主要地方道いわき上三坂小野線（自動車交通量 約２万台/日）

主要地方道常磐勿来線（自動車交通量 約１万台/日）

湯本駅前乗降場
（バス利用者 約500人/日）

湯本駅
（乗降客数 約3,000人/日）

湯本駅前駐車場
（駐車台数 約300台/日）

みゆきの湯
（利用者数 約300人/日）

＜周辺の来訪者数＞
常磐支所(市民課窓口)：2.7万人/年
常磐公民館・図書館：4.1万人/年
関船体育館：3.5万人/年
観光客数18万人/年

土地区画整理事業の計画区域 A=1.4ha

駐車場の計画区域 A=0.2ha
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２．湯本駅前における事業の整備計画の概要② 2024.02 説明スライド

• 土地区画整理事業では、交流拠点・共同利用エリアと個別利用エリアを創出します。交流拠点・共同利用エリアに
は、公共と民間の機能を複合的に導入する「交流拠点施設」と、地域の新しい顔となる「共同店舗」などを整備す
る計画です。

• 機能ごとに空間を囲いすぎずに、それぞれがつながるような配置、また、開放的な空間の確保と周辺との調和のた
め圧迫感を感じないようなつくりとして検討を進めています。

駐車場の整備（約150台）

駅前交通広場の整備

個別利用エリアへの換地

（店舗・住宅として個別利用）
共同利用エリアへの換地

（共同店舗等として共同利用）
交流拠点施設エリアへ換地

（公共事業（複合施設）として利用）

人のたまり場➊ 情報のたまり場➋ まち庭
MACHINIWA

コミュニティ
まちづくり活動

～ 公共の空間は、稼ぐ空間としても利用 ～

フラダンス
練習・発表

吹奏楽
練習・発表

子供会・地域
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

キッチン
スタジオ

各種相談
健康・子育て等

読書・学習
調べもの

お饅頭
お団子

マルシェ
コーヒー
お酒

お風呂

（
利
用
の
イ
メ
ー
ジ
）

コ
ン
テ
ン
ツ

庁舎×多目的室×会議室×図書館×温浴施設×飲食店×地場産品×観光案内所×お土産屋など

観光ｶﾞｲﾄﾞ
おもてなし

一
番
町
通
り
や
温
泉
街
へ
の
波
及

駅
前
通
り
へ
の
波
及

人の流れ

注：各エリア内の敷地及び建物、広場等の配置などは、「例えば」のイメージとなります。
今後、権利者及び関係機関との協議及び調整等により変更となるものです。

駅前緑地・御幸山公園の整備

図 事業後の土地利用イメージ



駐車場（約50台）

：一般車の主な動線

バス乗降場タクシー乗場（専用降場なし）

一般車両乗降場

駐車場（約50台）

：一般車の主な動線

バス乗降場タクシー乗場（専用降場なし）

一般車両乗降場

県道常磐勿来線

県
道
湯
本
停
車
場
線

２．湯本駅前における事業の整備計画の概要③ 2024.02 説明スライド

• 市道天王崎１号線を県道常磐勿来線へ付け替え（自動車のみ。歩行者は従来のとおり）、駅前に一体的な空間「交
流拠点＋共同利用エリア」を創出

• 自動車利用による一番町通り沿道へのアクセス性は変えずに、人の流れをつくり出す計画（自動車で一番町通り及
び駅前を通過したい方は、県道へ流れる必要があるため約50ｍのロスは生じます）

• 湯本駅周辺が通過点ではなく目的地となり、まち全体における滞在時間（消費）を増やしていくことが目的

• 湯本駅前交通広場の自動車動線は輻輳しており事故も多く、これを整序化し環境整備する計画

• 交通結節点である駅前周辺が目的地となることは、公共交通の需要・持続可能性へ繋がる

19図 事業後の土地利用イメージ（自動車動線重ね） 図 現在の自動車動線

人の流れ

注：各エリア内の敷地及び建物、広場等の配置などは、「例えば」のイメージとなります。
今後、権利者及び関係機関との協議及び調整等により変更となるものです。



公共交通ゾーン

一般車ゾーン

駐車場（約150台）

：一般車の主な動線

③

③

① ①

②
②

共用降場・荷捌き等の
スペースとしても検討

タクシー乗降場７台の
配置を検討

運行状況を踏まえ、交通事業者
様と協議を進めているところで
あり、変更となるもの

① ①
おもいやり乗降場

２．湯本駅前における事業の整備計画の概要④ 2024.02 説明スライド
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③ ③

② ②

ポイント③
右折車による滞留による影響を抑えるため、
右折レーンの設置を検討

ポイント②
荷捌きや一時的な停車による影響を
抑えるため、幅広な路肩を設置する計画

ポイント①
公共交通（バス・タクシー）と
一般車のゾーンを明確化

ポイント⑤
歩行が困難な方のため、
敷地内には「思いやり駐
車場」を配置

ポイント⑥
沿道への影響を考慮し、
敷地内に車寄せの配置を
検討

ポイント④
横断部については、警察と協議し、
信号の設置や路面標示等を検討

ポイント⑦
大雨時の冠水対策の
検討



２．湯本駅前における事業の整備計画の概要⑤ 2024.02 説明スライド

※写真はイメージであり、今後の関係者等の方々と協議により決めていくものです。 21

• 道路や駅前交通広場においては、照明や植栽、ベンチ、シェル
ターなどの環境整備を行う計画です。

• 昨年度開催の地域ワークショップでは、「湯本温泉でやりたいこ
と」の意見があげられています。このような意見も参考に、皆さ
んの活動を支える環境整備を検討していきます。

• また、これまでも大雨時の排水や土砂災害への懸念の声も頂いて
います。併せて、対策に向けた各種調査も進めていきます。



22

２．湯本駅前における事業の整備計画の概要⑥ 2024.02 説明スライド

• 現況の交通量調査及び将来の交通解析を実施しました。

• 流入交通量は374台/時
• 進入車両のうち直進が97％、右折が3％、
左折が0％

• 整備後は、北側と同様の傾向と推測

0 2 3
8

2
5 6 7

12

93

42

63
60

63

76

56

4 5
11 13

17
22

18

11

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

6 7 8 9 15 16 17 18

左折↰ 直進↑ 右折↱ 左折率 直進率 右折率

市道天王崎１号線・２号線交差点（北からの流入）（台）

22

現況交通量（R5.10.12）の概況と整備後の推測

交差点Ⅰ

交差点Ⅱ 交差点Ⅲ

湯本駅前広場駐車場

流入交通量

流出交通量

ピーク時（17時台）

注：太さは交通量を示す

• 流入交通量は100台/時
• 進入車両のうち直進が76％、右折が18％、左
折が6％

• タクシーの通過は５台未満/時程度
• 右折後は県道に左折で進入する車両が多く見
受けられた（抜け道的利用は一定数あり）

• 整備後に直進する車両は、直進先に用事があ
る方に限定されることになるため、多くは右
折又は事前に県道側へシフトしていくものと
推測

• 流入交通量は14台/時
• 整備後は、ほぼ直進にシフトする
ものと推測

• 流入交通量は24台/時
• 朝夕に駅前への送迎により右折車が増加する傾向
• 整備後は、直進する車両は変わらず、右折する車両
は、その先の新しい土地利用の増進分だけ増加する
ものと推測

• 整備後は、県道側へ流れる車両の増加が推測される
ため、県道部交差点に信号設置も要検討
※立橋方面で事前にシフトできれば流入増の幅は抑
制が可能

• 県道から右折で天王崎２号線へ進入する車両があり、
ピークで4～5台滞留はあるが30秒程度で捌けた状況

• 流入交通量は422台/時
• 進入車両のうち直進が95％、左折が5％、右折が0％
• 赤信号の際に10台程度停車（青信号時の滞留はゼロ）
• 整備後も、駅前への送迎車両の進入は想定されるが、立体駐車場での乗降もある
程度見込め、左折する車両は減少するものと推測

• 整備後は、開発交通量の増加は想定されるが、既存公共施設は本線沿いに立地し
ているため、公共施設利用者の車両の多くは既に本線を通っているものと推測

• 流入交通量は2台/時（配送業者又は周辺商業者の車両に限定的）
• 整備後は、立体駐車場内に設置予定のタクシー待機場からの出庫があり、その交
通の妨げとならないよう前面道路又は駅前緑地において車寄せなどの工夫が必要

• 流入交通量は52台/時
• 進入車両のうち左折が79％、右折が21％
• 整備後は、駅前広場からの出専用の計画
のため、北隣の交差点交通量が加算

• 流入交通量は115台/時
• 進入車両のうち右折が76％、左折が24％
• タクシーの通過は10台/時程度
• 整備後は、駅前広場への入専用の計画の
ため、交差点への流入交通はなくなる

• 入庫・出庫とも交通量は21台/時
• 時間帯の入庫・出庫の状況は類似（短時
間の駐車が多い状況）

• 整備後は、立体駐車場へ機能が移転し、
当該台数に施設利用者駐車台数が加算

交通量のピークは17時台（朝方のピークは７時台）であり、目立った渋滞は見られませんでした。
駅前交通広場においては、朝夕の送迎時（電車発着の時刻）に、一般車がタクシーのレーンに進入したり車道

で停車する様子が多く見られましたが、渋滞は引き起こしていませんでした。
タクシーは、駅前で乗降させているほか、中継ハブとして待機し空車のまま走行する車両も多く見られました。

（駐車場台数：52台）



交差点Ⅰ

交差点Ⅱ
交差点Ⅲ

交差点Ⅳ交差点Ⅴ

（交通容量比0.009～0.029）

（交通容量比0.046～0.166）
（交通容量比0.028～0.167）

注：各エリア内の敷地及び建物、広場等の配置などは、「例えば」のイメージとなります。
今後、権利者及び関係機関との協議及び調整等により変更となるものです。

交差点Ⅰ

交差点Ⅱ

（交通容量比0.040～0.045）

交差点Ⅲ

（交通容量比0.300～0.430）
（交差点需要率0.308）

交差点Ⅳ

駐車場前

駐車場前

（駐車場）

交差点Ⅴ

（交通容量比0.000～0.073）
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２．湯本駅前における事業の整備計画の概要⑦ 2024.02 説明スライド

• 現況の交通量調査及び将来の交通解析を実施しました。
将来交通量の設定と交差点解析

現況の交通量調査及び交差点Ⅰにおける南側（土地区画整理事業区域内）へ流出する交通量（市道天王崎１号
線から県道常磐勿来線へ流入する交通量）を推計し、各交差点における将来交通量を設定します。
現在の検討段階においては、これまでの警察との協議も踏まえ、交差点Ⅲを信号処理とし、その他は無信号処

理として交差点解析を行います。
全ての交差点いずれの車線も、車線の混雑の度合いを把握するための指標となる交通容量比は1.0未満の結果で

あり、かつ、円滑な信号処理が出来る判断基準となる交差点需要率は0.9未満の結果が得られています。

※１）交通容量比とは、各車線の混雑の度合いを把握するための指標。他の交通の影響を受ける比優先交通の交通容量
に対し、実際に流入する交通量の比率のこと。1.0を超えると交通混雑が発生すると推測される。
※２）交差点需要率とは、信号制御を考慮した交通処理を判断するための指標。交差点が処理できる交通量に対し、実
際に流入する交通量の比率のこと。0.9を超えると交通混雑が発生すると推測される。
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結びに 2024.02 説明スライド

• 多くの皆様の御理解、御協力のもと、事業を推進して参りたいと考えていますので、よろしくお願いいたします。

温泉街
（滞留拠点の形成）
※支所跡地の活用

既存商店街
湯本駅前

（交流拠点の形成）
※駅前の街区再編

現状

上
昇

地域の
魅力・活力
（稼ぐ力）

このまま
何もしないと

将来上
昇

（地区全体の稼ぐ力を押し上げる）

図 エリア全体の価値を向上させるイメージ

【まちのありたい姿】
駅前は通過点ではなく目的地に！
クルマ中心からヒト中心のまちに！
宿泊だけではなく、滞在・回遊も！
エリアの価値向上で持続可能なまちに！

【まちとしての危機感】
• このままの状態が続けば、常磐湯

本町は、“ただのまち”になる。
• さらに深刻化すれば、“まちとし

ても維持が困難”になる。

【みんなの想い】
湯本のまちをよくしたい！
後世に湯本のまちを残したい！
温泉観光商業地として元気に！
常磐地区の拠点性を高めたい！

図 事業後の土地利用イメージ

人のたまり場➊ 情報のたまり場➋ まち庭
MACHINIWA

コミュニティ
まちづくり活動

～ 公共の空間は、稼ぐ空間としても利用 ～

フラダンス
練習・発表

吹奏楽
練習・発表

子供会・地域
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

キッチン
スタジオ

各種相談
健康・子育て等

読書・学習
調べもの

お饅頭
お団子

マルシェ
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お酒

お風呂

（
利
用
の
イ
メ
ー
ジ
）

コ
ン
テ
ン
ツ

庁舎×多目的室×会議室×図書館×温浴施設×飲食店×地場産品×観光案内所×お土産屋など

観光ｶﾞｲﾄﾞ
おもてなし注：各エリア内の敷地及び建物、広場等の配置などは、「例えば」のイメージとなります。

今後、権利者及び関係機関との協議及び調整等により変更となるものです。

駅前交通広場の整備

個別利用エリアへの換地

（店舗・住宅として個別利用）

共同利用エリアへの換地

（共同店舗等として共同利用）
交流拠点施設エリアへ換地

（公共事業（複合施設）として利用）

駅前緑地・御幸山公園の整備
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駐車場の整備（約150台）

人の流れ


